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人（ 人）

円 平成 27 　　年 5 月 26 日から

( 円） 平成 28 　　年 2 月 4 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

実行委員会

ヤングあゆ釣りスクール

ます釣り大会 反省会

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ の 様 式 は 活 動 事 例 集 と し て 編 集 し ま す の で 変 更 し な い で く だ さ い

反省会

平成 27 年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな つけちがわやんぐあゆつりすくーるじっこういいんかい 地域名

団体名 付知川ヤングあゆ釣りスクール実行委員会 会員数

地区

180,000

ふりがな おおやま　　やすひこ

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
大　山　　安　彦

事業名

総事業費
実施期間

内（補助金額）

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

③番号

事

業

内

容

事業の目的

大自然の中で活動することが少なくなった子どもたちに、あゆ釣り等の魚釣りを通して、仲間作りや大
自然の醍醐味を感じてもらうことで、地元の自然を愛し大切にする心を育んでいく。

具体的な活動内容

・実行委員会の開催
・７月２８日（火）付知川ヤングあゆ釣りスクール実施（生徒２１名）
・スクール終了後、付知川の清掃活動を実施
・８月９日（日）ふくおかふるさと祭りに合わせマス釣り大会を実施（約２６０名参加）

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

昨年に引続き参加した子どもからは、より実践的な疑問が出されるなど、あゆ釣りの技術習得に意欲
が見られ、魚が釣れた時の達成感や自然の醍醐味を感じることができ、スクール後には、周辺のゴミ
拾いを行うことで、自然の大切さを学ぶことができた。
また、より気軽に付知川に親しんでもらうため、ふるさとまつりにあわせます釣り大会を開催し、多くの
方に付知川の素晴らしさを感じてもらうことができた。

今後の展開（自立に向けた活動）

地域の方々とも連携し、付知川の自然を生かした子どもたちの育成や自然の尊さを学べる活動を継続
していく。
関係団体や企業からの協力を今後も継続・拡大していけるよう、魅力ある活動を行っていく。
子どもたちがあゆ釣り名人となり、次の世代に伝えていく、そんな流れを作って行きたい。

生徒募集

305

福岡

10

20

・付知川ヤングあゆ釣りスクール
　　生徒２１名、講師１４名、会員１０名
・ます釣り大会
　　参加者約２５０名、会員１０名付知川ヤングあゆ釣りスクール

230,420

　人

kyodo-p
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　　滑り止めの「わらじ」を装着 講師の説明を熱心に聞く生徒

　上手く釣る事ができるかな？ 　たくさんのアユが釣れました

　　　講師から終了証を受け取りました 　　　ます釣り大会の様子

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

　付知川ヤングあゆ釣りスクール　講師・生徒記念写真
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人（ 人）

円 平成 27 　　年 7 月 27 日から

( 円） 平成 28 　　年 3 月 20 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

△通信発行#1 HP開設△ 通信#2△

聞き書き△ △地元学#1 地元学#2△

△森作り △かまど作り　△見学会

　　　←  通年適時　空き家探し　→ オーロラ上映△ 　△降りてゆく △民映研

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ の 様 式 は 活 動 事 例 集 と し て 編 集 し ま す の で 変 更 し な い で く だ さ い

247

197,814

蛭川

41

コミュニティ広場づくりと
交流イベント開催

事

業

内

容

事業の目的

蛭川の人や自然を活かし、みんなでわくわくする事を考え、実行しながら、美しく暮らせる地域にしてい
くことを目的として「わくわく組合」を発足しました。
人・土地・コミュニティの空洞化が進む蛭川の地域を、改めて見つめ直し、コミュニティの場づくりや交
流イベント事業によって美しく、地に足の着いた暮らしができる地域づくりを行っていきます。

具体的な活動内容
　
　　　①コミュニティ広場(わくわく広場)の開設・運営
　　　②交流イベント開催
　　　③空き家バンク
　　　④情報発信(情報誌、ホームページ)

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

計画したコミュニティ広場の開設は、対象施設が見つからず進まなかった。
聞き書き、地元学は地域の文化継承手段として有効であり、成果として冊子を残すことができた。
地元学は引き受けて頂く地域の方の調整に苦労した。
交流イベントは、予定外のイベントも行い、6回実施できた。
空き家探しは、ニーズ7件、調査した候補物件は16件。マッチングした物件3件となった。
基本的に人づてによる調査のため効率が悪く、行政も連携して仕組みとして運営できるといい。

今後の展開（自立に向けた活動）

地元で生まれ育った組合員を増やして、地域活性化の雰囲気を拡散していきたい。
そのために、地域の特性を生かしたイベントや地元学の継続実施や、ハード面では初年度できなかっ
た憩いの場づくり、さらにSNSを使った情報発信を行っていきたい。
また、教育・福祉に関する生活支援や、野菜・木材などを使ったスモールビジネスなどを事業化し、地
域内の経済循環を図っていきたい。

事
業
分
類

番号 ③ 活
動
分
野

⑩番号

総事業費
実施期間

内（補助金額） 187,000

ふりがな しづ　はるみ 

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
志津 晴巳

事業名

平成27年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな 　　　　　　　　くみあい 地域名

団体名 わくわく組合 会員数

地区

8　人
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地元学#2△

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

地元学(フィールドワーク) 地元学(まとめ・発表) 

愛農かまど作り 映画「降りてゆく生き方」 

聞き書き 森作り&ピザ作り 

主なチラシ 
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活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

野菜があまりたくさ

んとれない時期でし

たが、なんとか出し

てもらえました。 

山菜などがならびま

した。 

飲食コーナーの様子 

朝市では、毎
回１００円で、
ポップコーンを
売っています。 

 

振興会の方
も出店に参加
してくださり、
つながりがで
きました。 

急でしたが、大道芸のブンブクさんが朝市でパフォーマンスをして

くださることになり、会場も盛り上がりました。 

朝市イベントで

は、マイバック

作りを体験でき

るコーナーを作

りました。 

kyodo-p
タイプライターテキスト
41



kyodo-p
タイプライターテキスト
42



kyodo-p
タイプライターテキスト
43



kyodo-p
タイプライターテキスト
44



kyodo-p
タイプライターテキスト
45



人（ 人）

円 平成 27　　年 6 月 1 日から

( 円） 平成 28 　　年 2 月 1 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

準備 作製 作製 教育 教育

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ の 様 式 は 活 動 事 例 集 と し て 編 集 し ま す の で 変 更 し な い で く だ さ い

140

166,495

全市

45

20

地域防災立体模型による市民防災
安全力推進事業

事

業

内

容

事業の目的

全国でも例を見ない、小地域の防災立体模型を使った防災教育。最近の
実例である、広島水害や南木曽水害を振り返るまでもなく自然災害に対
する居住地区の脆弱性の理解は、命の安全確保と直接結びつく、重要
課題となっています。

具体的な活動内容

落合１２号区をモデル地区に、小地域の防災立体模型をその地域に住
む人々の協力も得て作製し、そこに居住する住民自身が自宅周辺の地
形を模型から理解すること、ハザードマップにのる土砂災害の危険度を
具体的に理解すること、それが各自の避難行動につなげる防災啓発とな
るよう、各地の災害現場の事例を含め、指導しました。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

製作にあたっては、市民会議会員の他、東海防災青年塾の塾生に加え、地域の住民や
PTAのお母さん方の協力もあって、たくさんの人が参加したことも、大きな成果であった。
できあがったものは、自分たちの居住する地域なだけに、説明時には確かな手応えが
あったことは言うまでもない。落合１２号区の防災訓練で使用した他、班の全戸が地すべ
り危険地域の中にある３班常会で、模型を供覧しながら再度防災指導して、災害時には
各自で早めの避難行動が決断できるよう啓発しました。

今後の展開（自立に向けた活動）

市民会議で立ち上げたこのプロジェクトを、市内他地区に今後いかに展開する
かは、協働する市防災安全課の仕事となる。落合１２号区だけで、終わらせない
ためにも、市担当課は具体的なパイロット役を果たすべきであろう。

事
業
分
類

番号 1 活
動
分
野

2番号

総事業費
実施期間

内（補助金額） 160,000

ふりがな かとうよしはる

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
加藤吉晴

事業名

平成27年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな なかつがわしぼうさいしみんかいぎ 地域名

団体名 中津川市防災市民会議 会員数

地区

　人
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写真1

2015年8月30日　落合12号区

防災訓練にて研修実施

写真2

防災立体模型　

全体図

写真3

2016年1月31日　落合12号区

3班常会にて研修実施

活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

中津川市「落合12号区防災立体模型」 

標高は木曽川の288Mから、梵天山裾の504Mまで 
 

マップピン説明 

緑ピンは JR中央線（落合川駅は黄色） 

赤ピンは 道路（大は国道19号、小は市道） 

黄ピンは ハザードマップ上の地すべり危険地域 
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人（ 人）

円 平成 27 　　年 8 月 1 日から

( 円） 平成 28 　　年 3 月 25 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

□所属団体・関係者原稿依頼回収校正 3/25発行

6/5総会 7/17補助申請 10/29①編集委員会

7/31審査会 2/5②編集委員会

3/15③編集委員会

 ６月 ７月 ８月 10月 ２月 ３月

※こ の 様 式 は 活 動 事 例 集 と し て 編 集 し ま す の で 変 更 し な い で く だ さ い

がんサポ
申請決定

平成 ２７ 年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな おちあいちくげいのうぶんかだんたいれんらくきょうぎかい 地域名

団体名 落合地区芸能文化団体連絡協議会 会員数

地区

300,000

ふりがな
 しまざき　　よういち

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名
島　﨑　洋　一

事業名

総事業費
実施期間

内（補助金額）

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

⑩番号

事

業

内

容

事業の目的

　わが国において、古来、地域に伝承されてきた民族の遺産ともいえる固有の伝統的な文化
が時代とともに消滅しつつある現在、こうした歴史的・文化的に価値ある地域の伝統芸能を
正しく後世に残すことが今を生きる私たちの責務であるとの考えに立って、これらの継承の
ための諸活動に取り組むことを目的とします。
　各地域の失われつつあり、かつ、記録の少ない地域固有の伝統芸能等（祭り、伝説、神
話、民話、伝統芸能、伝統技能、習俗等）を冊子に編集し後世に伝えます。

具体的な活動内容

　地域に伝えられる伝統文化・伝統芸能を継承して行くということは、この人口減少社会が
進む中でかなりの努力と困難さを要すると思いますが、貴重な文化財を次代に残すという観
点でたいへん重要です。そして、記録誌を編集し、地域のみなさんへ配布することを通して
地域に誇りと愛着をもたらし、それが地域共同体に果たす役割も大きいと考えています。文
化連所属団体・関係者に原稿を依頼し、回収作業、入力作業、写真等資料の挿入、校正作業
を行い、編集・印刷・発行します。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

①落合の郷土芸能を担ってきた関係者の生の証言を聞くことができた。
②当初の編集方針があいまいで進めたため寄稿していただいた原稿を章立てすることに苦労
した。
③時代を追った章立てとした。編集を進める中で、交流と発表の場として公会堂と公民館の
存在が大きいことが分かった。【つまり人の集まる場所があることが重要】
④どの団体も後継者不足である現状が原稿からにじみ出ていた。

今後の展開（自立に向けた活動）

①郷土芸能の保存継承のため資料の保存・整理が必要・・データで保存が重要
②芸能は音であり、踊りであるため写真、文書では限界がある・・ビデオで保存が必要
③郷土芸能の保存継承の課題はどの地区でも同様・・
　　　　　　　　　　　　　　・学校との連携が必要・地域での取り組みが必要
④落合地区だけでなく中津川市として郷土芸能の掘り起し、保存継承が必要

304,952

落合

200

①総会　40名
②原稿執筆者63名
③編集・入力・校正作業　22名
④編集会議　12名伝統芸能保存・継承のための記録誌作成事業

　人
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活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

10月29日第１回編集会議

依頼した原稿の確認、入力作業、資料の収集などスケジュール確認

2月5日第２回編集会議

回収原稿の確認・校正、入力作業、資料の収集などスケジュール確認

表紙・目次の確定

3月15日第3回編集会議

原稿の確認・入力校正作業
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